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本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

技技術術のの概概要要
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人の体温はほぼ24時間の周期を持ち、
体温が低下しているときに眠りはじめ、体
温の上昇とともに起床し生活を始めるリ
ズムを持っている。人は衣服を着て生活
し、眠る時は布団などの寝具を用いて就
寝する。
衣服や寝具は人と建物の間の温度、湿

度、風速、熱放射を遮ったり、人が体温を
一定に保てるように補助するシステムで
あり、冷暖房などの空調は人の周りの空
間を直接暖めたり冷やしたりして、人の体
温を補助するシステムである。冷暖房な
どの空調と衣服 ・ 寝具の組み合わせで、
エネルギー節約になるための技術開発と、
人の体の部位の特性に注目し、人の体
温調節と睡眠を支援する技術開発を目指
している。

• 温熱環境を測定する。
• 人の睡眠や体温調節を測定 ・評価する。
• 省エネルギーな温熱環境を導出する。
• 身体部位の特性を活かした制御を開発する。

• 人の体温調節に基づき、快適で省エネルギーな温熱環境設計により睡眠を支援する。
• 人の体の部位特性を活かして快眠を支援する。

睡睡眠眠支支援援シシスステテムムのの開開発発
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